
英
声
学
語

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
四
日
、
江
戸
川
大
学
で
第
三

回
英
語
教
育
研
究
会
が
行
わ
れ
た
。
研
究
会
に
は
多
く
の

先
生
方
が
参
加
さ
れ
た
。
研
究
会
は
情
報
文
化
学
科
学
長

の
玉
田
和
恵
先
生
の
挨
拶
か
ら
始
ま
っ
た
。

初
め
に
東
京
大
学
教
授
の
山
本
史
郎
先
生
が
「
私
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
」と
い
う
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
。「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
は
よ
く
耳
に
す
る
言
葉

だ
が
、先
生
は
教
え
る
立
場
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
「
ア

ク
テ
ィ
ブ
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
」
を
タ
イ
ト
ル
に
し
た
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
大
切
な
こ
と
は

「
学
生
参
加
」
で
あ
る
。
従
来
型
の
講
義
で
は
「
聞
く
か
ど

う
か
は
学
生
の
自
由
」、「
学
生
は
頭
を
使
わ
な
く
て
も
よ

い
」、「
知
識
は
限
り
な
く
教
え
尽
き
な
い
」
な
ど
の
問
題

点
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
も
予
習
や
、
先

生
と
学
生
、
ま
た
学
生
間
の
対
話
な
ど
に
よ
っ
て
授
業
を

活
性
化
さ
せ
る
の
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。

山
本
先
生
は
模
擬
授
業
と
し
て
川
端
康
成
の
『
雪
国
』

の
冒
頭「
国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
超
え
る
と
雪
国
で
あ
っ

た
。
夜
の
底
が
白
く
な
っ
た
。
信
号
所
に
汽
車
が
止
ま
っ

た
」
と
い
う
文
章
を
英
文
訳
す
る
と
い
う
こ
と
を
行
っ
て

下
さ
っ
た
。
日
本
語
で
は
抽
象
的
な
表
現
が
多
い
が
、
英

語
の
場
合
は
具
体
的
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
翻

訳
す
る
に
も
相
手
に
わ
か
り
や
す
く
、
伝
わ
り
や
す
い
表

現
の
仕
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
感
じ
た
。

次
に
本
学
科
教
授
の
松
村
豊
子
先
生
が
「
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
取
り
組
み
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
お
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
先
生
は
江
戸
川
大
学
及
び
情

報
文
化
学
科
の
英
語
系
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
中
心
に
説
明
す

2016 年 9 月 30 日

る
と
と
も
に
、
本
学
・
本
学
科
な
ら
で
は
の
学
び
に
つ
い

て
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
例

と
し
て
、
今
年
の
前
期
講
義
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
た
。「
茶

室
」
を
パ
ソ
コ
ン
で
描
き
、
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
茶
室
を
描
く
に
あ
た
っ
て
の
条

件
は
、
四
畳
半
以
上
で
あ
る
こ
と
、
掛
け
軸
に
書
か
れ
た

四
字
熟
語
の
意
味
を
述
べ
る
こ
と
、
生
け
花
を
飾
る
こ
と

で
あ
っ
た
。作
品
は
ど
れ
も
個
性
的
だ
。特
に
留
学
生
は「
茶

室
」
と
い
う
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
ず
苦
戦
し
て
い
た
。

一
方
、
日
本
の
文
化
を
英
語
で
表
す
こ
と
に
慣
れ
な
い
日

本
人
学
生
は
英
文
を
書
く
こ
と
に
苦
戦
し
て
い
た
そ
れ
ぞ

れ
が
、
英
語
表
現
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
っ

た
。次

に
本
学
科
講
師
の
鈴
木
哲
平
先
生
が
「teacher
は

か
つ
て
み
なlearner

だ
っ
た
―
―
留
学
の
体
験
を
授
業

に
ど
う
活
か
す
か
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
お
話
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
先
生
は
、
日
本
の
大
学
で
フ
ラ
ン
ス
語
と
英
語
、

パ
リ
の
大
学
で
日
本
語
を
教
え
て
い
た
と
い
う
経

験
か
ら
留
学
の
事
前
学
習
と
事
後
学
習
に
お
け
る

個
人
差
つ
い
て
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
事
前
に
学

習
を
し
て
い
れ
ば
、
留
学
先
で
の
勉
強
が
一
層
楽

し
く
な
る
の
は
確
か
だ
。
事
後
学
習
だ
け
で
は
知

識
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
状
態
で
留
学
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
。
将
来
海
外
で
学
ぶ
た
め
に
も

現
地
に
つ
い
て
調
べ
、
語
学
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
、
海
外
事
情
に
つ
い
て
興
味
を
持
つ
こ
と
が
大

切
な
の
だ
と
理
解
し
た
。

研
究
会
に
参
加
さ
れ
て
い
た
高
校
の
先
生
方
や

大
学
で
研
究
さ
れ
て
い
る
方
々
も
ご
自
身
の
英
語

教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、
新
た
な

教
え
方
を
取
り
入
れ
て
み
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
。

英
語
教
育
研
究
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
英
語
と
い
う
も
の
を
私
独
自
の
視
点
か
ら
考

え
て
み
た
い
と
感
じ
た
。
貴
重
な
学
び
の
場
を
与

え
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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(    )

第
三
回
英
語
教
育
研
究
会

冷
た
い
雨
が
降
り
し
き
る
中
、

江
戸
川
大
学
に
て
、
第
三
回
英

語
教
育
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
年
も
沢
山
の
先
生
方
が
集
ま

り
、
英
語
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
た
め
の
教

育
に
つ
い
て
、
研
究
発
表
が
な
さ

れ
た
▼
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
い

て
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
英
語

で
何
を
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に

教
え
、
学
ぶ
か
。
こ
れ
が
課
題
で

あ
る
。
大
学
や
高
等
学
校
で
英

語
を
教
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生

方
が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

と
ア
ク
テ
ィ
ブ
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
さ
れ
た
▼
近

年
、
海
外
研
修
・（
交
換
）
留
学

制
度
の
導
入
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
。
海
外
で
学
ぶ
こ
と
は
、
人
生

を
豊
か
に
す
る
素
晴
ら
し
い
異

文
化
体
験
で
あ
る
。
共
通
言
語

で
あ
る
「
英
語
」
と
い
う
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
習
得
が
必

須
だ
。
今
後
は
テ
ス
ト
勉
強
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と

し
て
英
語
を
学
び
た
い
。

視
点
を
変
え
て
英
語
に
触
れ
る

江　  戸　  川　  大 　 学

グローバル時代は
　英語で勝負だ！

 

え
い
せ
い

 

　 

が
く
ご

 玉田 トイック
 関口 トフル
 松村 オーラル   
 神部 キャセック
 八木 ホンヤク
 鈴木 エイケン
 山口 ツウケン 
 藤井 バティック
 相田 シービーエス
 春日 オーピーエー

 

【Creating Excitement in the Classroom】
チャールズ・ボンウェルの言葉で「アクティブ・ラーニング」の意味である。アクティブ・ラーニングというのは、
能動的に学習している状態であり、学生たちが教室内で、前を眺めている・聞いている・ノートを取っている、
という受動的な学習とは正反対の活動である。学んだ知識や情報を学生間で共有し、各自が意見を述べ、討論
する。教える先生もこの流れを促す。これが、かの有名なハーバード大学の白熱教室である。江戸川大学では、
英語教育におけるアクティブ・ラーニングについて研究発表が行われた。会場は、講師の先生方と現役大学院生、
そして、他大学や近郊の高校の先生方の熱気で、白熱教室そのものであった。　　　　

アクティブ・ラーニングを
始めるのは 今でしょ！！！

（
関
口 

ト
フ
ル
）

行事 第三回英語教育研究会
　9月 24 日（土）江戸川大学にて第三回英語教

育研究会が開催された。先生方は英語教育に対す

る熱い思いや、意見をかわされた　　　　　2面

社主
編集長    
顧問

学生

（春日 オーピーエー）

英語でひとこと

　

　１0 月 5 日（水）
株式会社ラックによる

特別講義

（
相
田 

シ
ー
ビ
ー
エ
ス
）


